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◇

学

会

彙

報

▼
講
義
題
目

昭
和
42
年
度
第
二
学
期

(大
学
院
)

国
語
学
特
研

(中
世
古
文
書
の
国
語
学
的
研
究
)

福
田

(大

学

院

・
学

部

)

(

全

(

全

(

全

(学
部

)

(大

学
院

)

(

全

)

国
語
学
演
習

(万
葉
集
巻
十
九
)

)

全

講
義

(国
語
学
概
説
)

)

全

演
習

(法
華
百
座
聞
書
抄
〉

)

全

特
講

(近
代
の
文
法
論
)

全

講
義

(国
語
史

「中
世
」
)

国
文
学
特
研

(比
較
文
学
の
新
分
野
)

全

演

習

(風

俗
文

選
)

(大
学

院

・
学
部

)

全

講

義

(近
世

小
説

史

)

(学
部

)

全

演

習

(芭
蕉

七
部

集

)

(大
学

院

)

全

特

研

(
伝
記

研
究

の
諸

問
題

)

(大
学

院

・
学
部

)全

講

読

(仲

文
集

)

(
学
部

)

全

特

講

(源

氏
物

語

研
究

「
構

想
論

」

(
全

)

全

特

講

(近
代

前
期

評
論

〉

(大

学

院

・
学

部

)

国
語
学

臨
講

▼
昭
和
41
年
度
卒
業
論
文
題
目

学
部

篁
物
語
の
研
究

多
武
峰
少
将
物
語
の
研
究

教
授

全全

春
日
助
教
授

全全

中
村

教
授

全全全

今
井
助
教
授

全

)

全

重
松

教
授

平
山

講
師

富
田

宏
之

大
高

翻
美

式
亭
三
馬
と
上
方
方
言

西
行
試
論

西
鶴
の
武
家
物

・
雑
話
物
に
お
け
る
諸
問
題

人
情
論
　
人
情
本
に
お
け
る
　

小
林

一
茶

そ
の
修
行
時
代
　
西
国
旅
行
を
中
心
に
し
て
　ー

春
雨
物
語
論

大
学
院

平
安
朝
漢
文
学
に
お
け
る
詩
序
の
研
究

古
文
書
に
反
映
し
た
中
世
の
方
言
の
研
究

今
昔
物
語
集
の
謙
譲
表
現
に
つ
い
て

安
永
界
黄
表
紙
の
研
究

万
葉
集
の
出
典
語
に
つ
い
て

》
九
大
国
語
国
文
学
会
総
会
並
び
に
研
究
発
表
会

研
究
発
表

蜻
蛉
日
記
論

ー

上
巻
の
成
立
に
つ
い
て

=

初
期
俳
文
の
状
況

日
蓮
遺
文
の
助
動
詞
に
つ
い
て

太
宰
府
天
満
宮
御
祈
祷
連
歌

薩
隅
方
言
の
性
格
に
つ
い
て

ー

地
名
よ
り
証
明
せ
ん
と
す
る

一
試
案

=

芭
蕉
の

「老
後
の
楽
み
」
を
め
ぐ
っ
て

「独
行
道
」
に
つ
い
て

晴
書
倭
国
伝
の
国
語
表
記
に
つ
い
て

五
所

美
子

寺
内
美
代
子

浜
田

勝
子

松
重

誠

一

松
本

宏

柳
原

績
子

後
藤

昭
雄

迫
野

度
徳

中
島

京
子

中
山

右
尚

吉
川

進

昭
和

42
年

5
月

21

日

古
賀

典
子

井
上

敏
幸

佐
田

智
明

棚
町

智
弥

秋
田

義
昭

佐
々
木
雄
爾

紫
藤

誠
也

森
山

隆
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山
鹿
素
行
自
筆

「枕
草
子
」

に
つ
い
て

総
会

決
定
事
項

会
則
内
規
第

一
条
第
二
項
の
変
更
。
維
持
会
員
年
八
百
円
、
通
常
会
員

年
四
百
円
を
維
持
会
員
年
千
円
、
通
常
会
員
年
五
百
円
に
改
め
る
。

懇
親
会

▼
十
七
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会

今
井

源
衛

於

エ

ス

キ

モ

ー

昭
和

42
年

9
月

21

・
22
日

於
大

分
県

立

図
書

館

研
究
発
表

(本
会
会
員
の
分
の
み
)

副
詞
の

一
考
察
　

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
　

土
佐
日
記
注
釈
本
二
点
の
紹
介

薩
隅
方
言
の
源
流
に
つ
い
て

「運
命
」
の
生
成
過
程
に
つ
い
て

文
献
と
地
域
と
の
相
違
　

古
代
語
の
二
現
象
に
つ
い
て
　

公
開
講
演

紫
式
部
伝
の
諸
問
題

原

栄

一

徳
満

澄
雄

秋
田

義
昭

瀬
里

広
明

福
田

良
輔

今
井

源
衛

▼
和
歌
文

学
会

・
万
葉
学
会

合

同
大
会

昭
和

42
年

10
月

9

・
10
日

研
究

発
表

(本
会

会

員

の
分

の
み

)

古
代

日
本

語

に
お

け
る
母
韻

脱
落

現
象

を
め

ぐ

っ
て

公
開
講

演

万
葉

語

の
背
景

▼
新

入
会
員
歓

迎

会

昭
和

42
年

11
月

8

日

於
九
州
大
学
工
学
部

鶴

久

福
田

良
輔

本
年
度
進
学
生
二
十
名
を
迎
え
、
後
山
で
歓
迎
会
を
挙
行
。

▼
卒
業
論
文
構
想
発
表
会

昭
和
42
年
12
月
2
日

於

文
学
部
会
議
室

▼
会
員
消
息

下
田
久
彦
氏

(昭
和
三
十
二
年
卒
業
)
は
去
る
四
十

三
年

一
月
二
十
三

日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
受
贈
図
書

昭
和
42
年
9
月
～
12
月

九
州
文
化
史
研
究
所
々
蔵
古
文
書
目
録
七

図
書
寮
叢
刊
古
今
和
歌
六
帖
、
上
巻
本
文
篇

逐
次
刊
行
物
目
録
、
昭
和
40
年
度

国
語
国
文
学
論
文
目
録

慈
覚
大
師
伝

こ
と
ば
の
研
究

訓
点
語
と
訓
点
資
料

駿
河
岡
部
の
方
言
と
風
物

古
事
記
の
表
裏
、
上

三
河
歌
人
掃
苔
記
、
続
共

源
氏
物
語
論

金
塊
和
歌
集
各
句
索
引

天
皇
の
系
譜
と
神
話

琉
球
方
言
、
第
8
号

馬
琴
年
譜
稿

曲
亭
馬
琴

後
三
年
記
人
名
索
引

将
門
記
人
名
索
引

陸
奥
話
記
人
名
索
引

九
州
文
化
史
研
究
所

宮
内
庁
書
陵
部

国
立
国
会
図
書
館

熊
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

小
野

勝
年

国
立
国
語
研
究
所

訓
点
語
学
会

佐
藤

義
人

中
挟

弘
夫

熊
谷

武
至

岩
下

光
雄

西
村

真

一

吉
井

巌

吉
町

義
雄

天
理
図
書
館

天
理
図
書
館

笠

栄
治

笠

栄
治

笠

栄
治
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覚
を
き

わ
め

て
観
念
的

な
も

の
に
さ
せ

る
故

、
知
的

関
心

の
対
象

と
し

て

よ
り
ふ

さ
わ
し

い
性
格

を
も

ち
え

た
、

と

い
う
論

は
成

り

立
ち
難

い
よ

う

に
思
わ

れ
る
。

既

に
述

べ
た
通
り

、
六

朝
的
韻

律
と

近
体

詩

の
そ
れ
と

は

構
造

上
相

容
れ

ぬ
。

に
も
か

か
わ

ら
ず
享

受

の
段
階

に
お

よ
ん
.て
混
同
を

生
ず

る

の
は
、
実

作

に
お

い
て
韻

律
が
第

二
義
的

(関
与

し
な

か

っ
た
た

め

)
で
あ

っ
た
た
め

に
他

な
ら

な

い
。

そ

れ

故

、

い
わ

ば

公
式
的

権
威

と

も

い
う

べ
き

六
朝
的

韻
律

論
が

大
手

を
振

っ
て
ま
か

り
通

っ
た

の
で
あ

っ

て
、

両
者

は
矛
盾
関

係
で

は

な
く

て
相

関
関

係

に
あ

っ
た
と
考

え

る

べ
き

で

は

な

い
で

あ

ろ
う
か
。

〈
付

記

〉

稿
を
草
す

る
に
当
た
り
、

岡
村
繁

先
生

・
松
浦

友
久
氏

・
後
藤
昭
雄
氏

の
御
教

示
を
辱
う
し
た
。
岡
村
先
生

に
は
、
全
体

に
亙

っ
て
懇
切
丁
寧
な
御
注
意
を
賜

わ
り
、
特

に
時
棟

の
詩
が
古
体

詩
で

あ
る
と

の
御
指
摘

に
よ
り

一
応
完
成
し

て

い
た
初

稿
を
書
き
改
め
た
。
松
浦

氏
に
は
沈
約

の
八
病
説

に

つ
い
て
種

々
、

口

頭

に
よ
り
、
又
数
度

の
書
簡

に
よ

っ
て
お
教
え
頂

い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず

、

氏
の
説

に
反
対
せ
ざ
る
を
得

な
か

っ
た
。
後
藤

氏
よ
り
、
小
右
記

の
記
事

そ
の

他

に

つ
い
て
御
示
教
を
得
た
。
終
わ

り
に
記
し

て
謝
意
を
表
す
。

▼

受

贈

雑

誌

昭
和

42
年

8
月

～
12
月

(
そ

の

一
)

国

語
と

国
文
学

8

～
12
月

、
国
語

国
文

6

-
10
月

、
国
文
学

解
釈

と
鑑

賞

8

-

12
月

、

国
文
学
解

釈
と

教
材

の
研
究

8

～
11
月

、
文
学

7
-
12
月

、

解
釈

7

-
10
月

、
言

語
と
文
芸

53

-

55
、
文
学

語
学

45

・
46
、

国
学
院

雑

誌

5

～
10
月
、
学

苑

7

-
11
月

、

国
学
院

大
学
紀

要

6
、

国
語
学

(国

語

学
会

)

69
、
万
葉

(万
葉

学
会

)
餌

・
65
、
言

語
生
活

8
、
音
声
学

会
会

報

伽
、
文
芸

研
究

(
日
本

文
芸

研
究
会

)

56
、

連
歌
俳

譜

研
究

(
俳
文
学

会

)
お
、
文
芸

と

批
評

2
巻

5
、

国
語

国
文
研
究

(北

海
道
大

学

)
36

・

37
、

人
文
論

究

(北

海
道

教
育
大

学

)
"

、
文

化

(東
北

大
学

文
学
部

)
31

巻
1
、

東
北

大
学

文
学
部

研
究

年
報

17
、

国
語
学

研
究

(
東
北

大
学

)
7
、

日
本

文
芸

論
稿

(東

北
大

学
文
芸

談

話
会

)

1
、

一
橋
論

叢

7

～
11
月
、

日
本

文

学

(
立
教
大

学

)
18
、

国
文

(お
茶

の
水

女
子
大

学

)
27
、

成
城

文
芸

47
、
国
文

学

研
究

(
早
稲

田
大
学

国
文

学
会

)
鐙

、
演
劇
学

(
早
稲

田
大

学
演

劇
学
会

〉
8
、

近
代

文
学

研
究

(法

政
大

学

日
本
近
代

文
学

研

究
会

)

3
、

日
本

文
学

(東

京
女

子
大
受
・
)
29
、

日
本
大

学

人
文
科
学

研

究
所

紀
要

9
、

短
大
論

叢

(
関
東

学
院

女
子

短
期
大

学

)
31
、
上

代
文

学

研
究
会

会
報

(東

洋
大

学

)
17
、

王
朝

文
学

(東
洋
大

学

王
朝
文

学

研
究

会

)
14
、
桐

朋
学

園

研
究
紀

要

10
、
専

修

国
文

(専

修
大
学

国
語

国
文

学

科

)
2
、

和
洋

国
文

研
究

(
和
洋
女

子
大

学

)
5
、
富

士
論

叢

(
富
士

短

期

大
学

)
12
巻

1

・
2
、
実

践
文
学

31
、

人
文
科

学

研
究
年

報

(神
奈

川

大

学

)
3
、
静

岡
女
子

短
期
大

学

研
究
紀

要
13

、
静

岡

女
子

短
期
大

学

国

語
国
文

論
集

3
、

国
語

国
文

(金
沢

大
学

)
3

、
滋
賀

大
国
文

4

、
岐
阜

大

学

研
究
報
告

15
、

名
古

屋
大
学

国

語
国
文

学

20
、
愛

知
大
学

国
文

学

9

淑

徳
国

文

(
愛
知
淑

徳
短

期
大
学

)

5
、

(
⑬

頁

に

つ
づ

く

)
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る
限
り

に
お

い
て

「
日
記
」
な
の
で
あ
り
、
日
次

が
全
く
不
明
で
あ

れ
ば

、

「

何

々
の
記
録
」
で
は
あ

っ
て
も

「
何
々
の
日
記

」
で
は
あ
り
得
な
い
。

「
日
記

」
が

「
日
次
の
記
」
で

あ
る
と
い
う
点
で

ル
ー
ズ
に
な

っ
た
の
は
蜻
蛉

日
記
以

後

の
こ
と
で
あ

っ
て
、
こ
の
点
で

む
し
ろ
本
作
品

は
結

果
的

に
み
て
独
創
的
役

割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

次

田
潤

・
大
西
善
明

「か
げ

ろ
ふ
の
日
記
新
釈
」
明
治
書
院

秋

山
度

「蜻
蛤

日
記
」

ア
テ
ネ
文
庫

・
弘
文
堂

木
村

正
中

「蜻
蛉

日
記

に
お
け
る
私
家
集
的
性
格

に

つ
い
て
」
明
治
大
学
文
学

部
紀
要

・
第
八
号

、

松

田
成
穂

「
「か
げ
ろ
ふ

の
日
記
」
上
巻

に
関
す
る
試
論
」
平
安
文
学
研
究

・

第

二
十

五
輯

野
村
精

一
「
か
げ
ろ
ふ

の
終
焉
」
国
語
と
国
文
学

・
昭
和
三
十
年
六
月
号

川
嶋
明
子

「
蜻
蛤
日
記
に
お
け
る
不
幸

の
変
容
」
国
語
国
文
研
究

・
三
十

三
号

品
川
和
子

「
蜻
蛉
日
記
の
表

現

に
お
け
る
波

動
性
③
」
学

苑

・
昭
和
三
十

七
年

十

二
月
号

阿
部
秋

生

「
源
氏
物

語
研
究
序
説
上

」

こ
の
部
分

に

つ
い
て
の
解
釈

に

つ
い
て
は
、
様

々
な
説

が
あ
る
が
、
秋

山
度

・

上
村

悦
子

・
木
村

正
中

「蜻
蛉

日
記
注

解
三
十

三
」
解
釈

と
鑑

賞

・
昭
和

四
十

年

一
月
号
、

の
説

に
準
ず

る
。

秋
山
慶

「道
綱

母
の
文
学

に
関
す

る
覚

え
書

」
国
語
と
国
文
学

・
昭
和

二
十

五

年
六
月
号

松

田
成
穂

「
「
か
げ

ろ
ふ
の
日
記
』
中
巻

に
関
す

る
序
論
的
考
察
」

日
本
文
学

・

昭
和

三
十

四
年

四
月
号

〈付

記
〉

本
稿
は
、
昭
和

四
十

一
年
度
東
京
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
修
課
程
卒
業
論
文

の

一
部
で
あ
り
、
去

る
四
十

二
年

五
月

二
十

一
日
の
九

州
大
学

国
語
国
文
学
会

で
発

表
し
た
草
稿

に
加
筆
し
た
も

の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
欄
筆

の
後
、
伊
藤

博
氏

の

「
蜻
蛤

日
記

の
執
筆
時
点

に

つ
い
て
」

(

「
言
語
と
文
芸
」
昭
和
四
十
二
年
十

一
月
号
)
と

い
う
論
文
が
発
表

さ
れ

た
。
本
稿

二

二
二
章
中

に
、
氏

の
論
文
の

一

「
月

日
の
記
述
方
法
」
、

三

「贈
答

歌
と
独
詠
と

で
き
ご

と
」
中

の
指
摘
と
重
な
る
点
が
あ

っ
た
が
、
推
論

の
仕
方
、
結
論
共

に
異

る

の
で

、
敢
え
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
公
に
す
る

こ
と
に
し
た
。

▼

受

贈

雑

誌

昭
和

42
年

8
月

～
12
月

(
そ

の
二

)

女

子
大

国
文

(京
都

女

子
大
学

)
46
、

立
命

館
文

学

瑚
ー

獅
、
語

文

(大

阪
大

学

)

27
、

人
文
論

究

(関

西
学

院
大

学

人
文
学

会

)
17
巻

3

・
4

、

18

巻

1
、
甲
南

大
学

文
学

会
論

集

鈎
、
試

論

(
甲
南

文
学
会

)
13
、

愛
媛

大
学
紀

要

12
、

愛
媛
大

学

地
域

社
会

綜
合
ロ
研
究
所

研

究
報

告

9
、
中

世
文

芸

(
広
島
大

学
中

世

文
芸

研
究
会

)
。。」o
、

近
世

文
芸
稿

(
広
島
近

世
文
芸

研
究
会

)

12
、
九

州
大

学

文
学
部
紀

要

(
心
理
学

)

10
、
山

口
大

学
文

学

会
志

18
巻

1
、
別

府
大

学

国
語

国
文
学

8
、
香

椎

潟

(
福
岡
女

子
大

学

)

13
、
文

献
ジ

ャ
ー

ナ

ル
7

～
12
月

、
東
洋

学

術
研
究

6

巻

4
～
8

、
書
陵

部
紀

要

18
、
能

楽

思
潮

40

・
41
、
古

典

と
近
代

文
学

1

、

日
本

学
術
会

議

月
報

8
巻

3

、
朝
鮮

学
術

通
報

4
巻

3
、
肇

国
8

-
12
月

、

日
米

フ
ォ
ー

ラ
ム
7

～
10
月

、

田
唄

研
究

10
、
白
路

7
～

10
月
、

八
雲

10
月

、
城

お
、

竃
2

=
昌

21
。

▼

受

贈

抜

刷

書
記
の
暦
に
つ
い
て

(京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
18
)

翻
刻

.
俳
書

「安
楽
音
」
(有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
2
)

園

正
造

田
中
道
雄

一 「亀「L7「圃




